
■「いる」と「いない」■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 445号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mailと Facebookで松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

名刺交換した方や、突然思い出した方にもお届けしますので、ご迷惑であればお知らせください。 

できれば勤務先でなく、個人のアドレスにお届けしたいので、ご連絡ください。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. ご挨拶とお誘い 

 

先週のご報告。 

ひざ関節の手術が無事完了し、まずは患部の腫れと炎症防止のための挙上と冷却を行うと同時に、うっ血によ

る血栓発生と皮下組織の癒着を防ぐための間欠圧迫装置、そして脊髄麻酔、心電図などのモニタリング、点滴

など我ながらスパゲッティ症候群を思い浮かべる。 

毎日これらが一つずつ解除されていくにつれ、心も体も解放されていく喜びを感じました。 

10/21(土)は、何と病室の窓から 4 年ぶりに開催される世田谷区たまがわ花火大会を堪能することができました。 

10/23(月)は、待ちに待った術後 1週間の経過検診で、レントゲンや触診の末・・・と判定された。 

・ 

今週も、ひたすら療養とリハビリの日々になります。 

空いた時間は SNS などをこまめにチェックしようと思いますので、引き続きお付き合いのほどよろしくお願い

いたします。 

皆様のご無事とご多幸を、祈念いたします。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2．まつむら塾より 

 

引き続き、一旦休校（期間未定）とします。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 



 

3. ブログより：「いる」と「いない」 

 

入院期間が1週間を超えると、自分が今何かを「している」のか「していない」のかが分からなくなってくる。 

僕はひざ関節内側の骨折部分をボルトなどで固定する手術をしたので、所定の場所に繋がるまで動いてはいけ

ないのだが、一方で長期間固定していると筋肉の萎縮や癒着が進行するだけでなく、血栓ができる恐れもある

ので、血液が循環する程度は動かす必要が有るという。 

つまり、骨は動かさずに周囲の筋肉は動かしなさい･･･という訳だ。 

そこで僕は、医師の指示を実行するために一部を動かすと同時に他の部分を動かさないという状態を維持して

いる。 

時々見回りにやってくるナースから「松村さーん、足は動かしていないですね？」とチェックが入るので、「は

ーい動かないように動かしています」と答えている。 

とぼけたやり取りをしているうちに、僕は「する・しない」でなく「している・していない」の世界にいるこ

とに気が付いた。 

僕は骨が動かないように筋肉だけ動かそうと努力しているのだが、ナースは、それができているかどうか現実

しか見ていない。 

つまり、「いる・いない」こそが僕が最重視する「実現」を取り扱う言葉なんだ。 

・ 

ここが今日の本題なので、もう少し丁寧に説明したい。 

一般に「する」と「しない」は対義語の関係にあり、何かの行為を「行うか否か」を意味していると考えがち

だが、話はそう単純ではない。 

例えば「泣く」と「泣かない」を考えてみよう。 

辞書には「泣く」の対義語は「泣かない」でなく「笑う」と書いてある。 

もしも悲しくて「泣く」のなら、「泣かない」は「悲しくない」を意味しておらず、むしろ「悲しいけど泣くの

をこらえる」を意味しているかもしれない。 

ここで僕が言いたいことは「泣く」という行為はその理由や目的でなく、その結果どのような状態をもたらし

ているかこそが現実だ。 

「泣く」とか「泣かない」は所詮口先だけのことで、実際に泣いて「いるかいないか」こそが問題だ。 

・ 

「泣く」という動詞に対し、「泣いている」を現在進行形という。 

動詞には現在形、の他に過去形と現在進行形が有ることはご存知だと思うが、この現在進行形こそがまさに現

在＝現実で、現在形は未来を示している。 

「僕は泣く」という言葉は、「今から泣く」という宣言であり現実には泣いていない。 

つまり、泣いていない状態から泣いている状態に変化することを「泣く」という。 

また、過去形の「泣いた」は過去に泣いたことを意味しており、今泣いているかどうかは不明だ。 

結局、今実際に泣いているかどうかは、現在進行形でしか説明できないわけだ。 

だとすると、現在何かをしているかいないか、つまりいるかいないかですべての現実を説明できる。 

「泣いている」も「泣かずにいる」も、どちらも行為であり、それを実行しているか同課の表現は「いる・い

ない」の 1種類だ。 

・ 

自分が目指す目的や、叶えたい夢を人に伝えて共有するには、その客観的な状態を確認できるようにする必要

が有る。 



僕はこれまで、言葉や概念の意味を他人と共有することの重要性を確信しつつも、その難しさに直面し考え続

けてきた。 

先ほどは「泣くと笑う」を例にしたが、その意味や内容については触れるのを避けた。 

なぜなら、その意味については難しすぎて、とてもじゃないけど語れない。 

だが、もしも誰もが泣く状況を実現したいなら、人々が泣いているかどうかを確認することならできそうだ。 

つまり、実現とは「それを確認できること」、つまり「目的とする現実社会の人間、空間、時間がどのような状

態になっているかどうか」のことであり、「いる」が実現、「いない」が未実現となる。 

・ 

手術から 1週間、僕は実現の状態を説明する術を理解する状態に辿り着いた。 

次の 1週間は、まつむら塾が何を目指すのか、どういう状態を実現したいのかを、しっかり妄想したい。 

ではまた来週！ 

 

https://nanoni.co.jp/20231022-2/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

4. 今週の動向＋今後の予定（下記以外はまつむら塾受付中） 

【凡例】◎：要連絡、〇：要申込、×：一般参加不可 

 

■今週の動向 

（火）10/24 入院中 

 会議〇：20-21時 LR定例会議_4火（OL） 

（水）10/25 入院中 

（木）10/26 入院中 

 交流◎：10-12時 笑恵館 deシネマ_4木朝（笑恵館） 

交流◎：19-21時 笑恵館 deシネマ_4木夜（笑恵館） 

（金）10/27 入院中 

（土）10/28 入院中 

（日）10/29 入院中 

（月）10/30 入院中 

 

■今後の予定 

11/04 交流◎：10-17時 よろず相談会_土（笑恵館） 

11/09 会議◎：17-19時 笑恵館運営会議_2木（笑恵館） 

11/14 会議〇：20-21時 LR定例会議_2火（OL） 

11/16 交流◎：13-18時 なるほどデイ_3木（笑恵館） 

11/16 交流◎：18-20時 持ち寄り食事会_3木（笑恵館） 

11/16 会議〇：20-22時 AR・Qミーティング_3木（OL） 

11/18 会議〇：10-12時 八島花文化財団理事 MTG_3土（OL） 

11/18 交流〇：18-20時 住人食事会_3土（笑恵館） 

11/25 会議◎：17-19時 笑恵館運営会議_4木（笑恵館） 

11/26 交流〇：10-14時 名栗の森 OSC例会_4日（飯能） 



11/28 会議〇：20-21時 LR定例会議_4火（OL） 

11/30 交流◎：10-12時 笑恵館 deシネマ_4木朝（笑恵館） 

11/30 交流◎：19-21時 笑恵館 deシネマ_4木夜（笑恵館） 

 

松村の予定はこちらで随時公開しています。 

http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

5．アクセスポイント 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携帯 090-9830-3669 

 

自宅： 

〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19笑恵館 

http://shokeikan.com/ 

 

主な所属団体： 

株式会社なのに（取締役・平社員） 

http://nanoni.co.jp/ 

一般社団法人日本土地資源協会（代表理事） 

http://land-resource.org/ 

特手非営利活動法人 HOME-FOR-ALL（事務局長） 

http://www.home-for-all.org/ 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

6．このメルマガについて 

松村拓也とご縁のあった方に、日々の活動やブログ記事などの情報をほぼ毎週お届けします。 

参加希望、ご意見、ご質問など、何でもこのメールに返信してください。 

 

バックナンバーはこちら 

http://nanoni.co.jp/magazine/ 

メール配信をご希望の方はこちら 

http://eepurl.com/dHjgFX 

まぐまぐ版はこちら 

https://www.mag2.com/m/0001693746 

 


